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学校だより
今年度の５月より新型コロナウイルス感染症の感染法上の取り扱いが変更され、保護者の皆

さまには学校にお越しいただいて、直接、お子様の様子をご覧いただく機会を設けることがで
きました。子どもたちの普段の姿を見ていただくことができ、とてもよかったと感じています。
先週に実施されました保護者会でも、各担任との面談の時間をとってい

ただき、ありがとうございました。お子さまの家庭での様子を伺うことで、
よりよい生徒理解に繋げることができました。
間もなく夏休みが始まります。健康、安全に留意して有意義な休暇を送

れることを期待しています。１学期の成長を振り返り、各自が課題意識を
もって２学期を迎えられるよう、ご家庭でもご支援していただけると助か
ります。 【実りかけたレモン:中庭】

◇◆◇ 上級学校説明会 ◇◆◇
7月５日(水) 3年生を対象とした「上級学校の話を聞く会」

が行われました。4校の上級学校（愛知産業大学工業高等学校、
愛知県立愛知商業高等学校、菊武ビジネス専門学校、名古屋市
立名東高等学校）の先生方を講師に迎え、各校の特徴や教育目
標、学校の様子などを丁寧に教えていただきました。
当日に向けて、3年生は該当校の事前学習をしました。
まず、各自で各校のよさについて自分なりに考えて予想した

後に、調べて答えを探す方法での事前学習でした。 【説明に耳を傾ける生徒】

また、該当校の特色やアピールポイントを短くまとめた宣伝やキャッチフレーズ等を、一
人一人で考えることができました。
当日は、講師の先生方の説明から新たな情報を得たり、事前学習で調べきれなかった質問

項目について学んだりと、熱心に耳を傾ける3年生の姿が見られました。

◇◆◇ ハピエンスクールより 「リフレーミング」 ◇◆◇
本校の生徒会は、学校生活をよりよくしていくことを目指し、生徒会執行部が中心となっ

て「ハピエンスクール（Happy ＆ Enjoyable School）」の企画・運営に取り組んでいます。
本年度の生徒会のスローガンは「猪（いの）いちばん」です。猪中生に周りの人を支える

存在になってほしいという願いが込められています。そして、スローガン達成のために必要
なことは、一人一人が誰かを支えている自覚をもつ、居心地のよい学校にする等です。
7月６日(木)に、ハピエンスクールの活動が実施され、違う角度から物事を考える「リフ

レーミング」に取り組みました。物事を前向きに考えることや、相手の気持ちを考えながら
発言できるようになることをねらいとしました。
各クラスの室長からの説明を聞いた後、各自が自分の短所をプリントに書き出しました。

その後、グループで、様々な言葉について話し合ったり相談したりしながら「リフレーミン
グすごろく」に取り組みました。どのようにリフレーミングをするとよいか悩む場面では、
室長やクラスメイトが視点を変えるとよいことをアドバイスし合う姿が見られました。

活動後、各自が記入した短所の
言葉を、同じグループのメンバー
で互いにリフレーミングし合いま
した。明るく捉えるプラス思考の
考え方や見方等、人とかかわる力
を学ぶことができました。
【リフレーミングに取り組む様子】

◇学校教育努力点目標◇ 「考動しよう！！！」

～自分で考え、行動に移すことができる生徒の育成～


